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所管課 所管課２ 事業名 指標 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

令和6年度末目標値
〔①年度中のSNS投稿件数

②講演会等のネット申し込み
比率（ちば電子申請サービス

「申込手続きオンライン化調査」
による）〕

指標の年度実績
①１０１件
②８１.８％

①３５件
②７７.４%

①5２件
②９５.３％

①５２件
②８９.４％

①５１件
②８６.７％

取組状況

新型コロナウイルス感染症拡大の影
響によって毎年6月に開催する講演
会が中止となり、それに代わるもの
として、令和3年1～3月にZoom
による3回連続講座を実施、また、
講座の内容をまとめた情報誌を3月
末に発行した。このほか、市内商業
施設の子育てイベントで啓発物を配
布し、12月に市民プラザで対面式
の講演会を行った。

【オンライン連続講座】令和3年
11月から令和4年1月の間で全3
回、あびこ市民活動ステーション協
力でZoomによる開催（一部対面
式）。参加延べ75人。【講演会】
令和3年12月、市民プラザにて対
面式で開催。あびこ女性会議と共
催。参加延べ24人。【情報誌】前
年度の情報誌が好評だったため
500部増刷。今年度もオンライン
講座をもとにした情報誌を3月末に
2,000部発行。【その他】（6月）
あびこショッピングプラザと市民図
書館で男女共同参画月間企画展示。
（10月）あびこショッピングプラ
ザゴーヤレシピコンテストでおとう
飯部門賞を選定、表彰。（11月）
あびこショッピングプラザと市民図
書館でパープルリボンキャンペーン
企画展示、啓発物配布。（啓発物作
成・収集）DV相談カード、紙製
ファイル、ノート、図書リスト、
ボールペンなどの啓発物を作成、ま
た国などの啓発物を収集し、上記講
演会・イベント等で配布。

【講演会】令和4年6月、市民プラ
ザにて対面式で開催。あびこ女性会
議と共催。参加37人。
【オンライン連続講座】令和4年
10月から令和5年1月の間で全3
回、あびこ市民活動ステーション協
力でZoomによる開催（一部対面
式）。参加延べ５０人。
【情報誌】全国紙にとりあげられた
こともあり、昨年度に続き令和2年
度発行情報誌を500部再増刷（第
３刷）。令和4年度もオンライン講
座をもとにした情報誌を3月末に
2,000部発行。
【その他】（6月）市民図書館で男
女共同参画月間企画展示。（11
月）あびこショッピングプラザと市
民図書館でパープルリボンキャン
ペーン企画展示、啓発物配布。（啓
発物作成・収集）DV相談カード、
紙製ファイル、ノート、図書リス
ト、ボールペンなどの啓発物を作
成、また国などの啓発物を収集し、
上記講演会・イベント等で配布。
令和４年度中間見直しにより、目標
値を２００件から５０件に変更し
た。

【講演会】令和5年6月、市民プラ
ザにて対面式で開催。あびこ女性会
議と共催。参加53人。
【オンライン連続講座】令和5年
10月から12月の間で全3回、あび
こ市民活動ステーション協力で
Zoomによる開催（一部対面式）。
参加延べ55人。
【情報誌】令和5年度情報誌「モヤ
モヤがすっきりする言葉を集めよう
スクラップ読書ノート」を3月末に
2,000部発行。令和2年度発行「私
のトリセツノート」第4刷、令和3
年度発行「beの名刺づくり」第2
刷、各500部増刷。
【その他】（6月）市民図書館で男
女共同参画月間企画展示。（11
月）あびこショッピングプラザと市
民図書館でパープルリボンキャン
ペーン企画展示、啓発物配布。（啓
発物作成・収集）DV相談カード、
付箋紙・ボールペンなどの啓発物を
作成、また国などの啓発物を収集
し、上記講演会・イベント等で配
布。

【講演会】令和６年6月、市民プラ
ザにて対面式とオンラインでハイブ
リッド開催。あびこ女性会議と共
催。参加57人。
【オンライン連続講座】令和6年
10月から12月の間で全3回、あび
こ市民活動ステーション協力で
Zoomによる開催（一部対面式）。
参加延べ5４人。
【情報誌】新規作成なし。
【その他】（6月）男女共同参画月
間企画展示（あびこショッピングプ
ラザ・市民図書館）。（11月）
パープルリボンキャンペーン（あび
こショッピングプラザとの連携協定
によるツリーの飾りつけイベント、
キャンディレイ作り、出張駄菓子カ
フェなど）。DV相談カード、付箋
紙・ボールペンなどの啓発物を作
成、また国などの啓発物を収集し、
上記講演会・イベント等で配布。

令和6年度末目標値
（アンケートによる講座参加者

の満足度）

指標の年度実績 95.0% 89.0% 99.0% 99.0% 100%

取組状況

１～５か月児対象1コース ・2、3歳児対象
2コース各9回実施した。
・１～５か月児対象コース
前期5回実施した。後期は新型コロ
ナ感染症の影響により、5回のうち
4回は中止となり、1回zoomで実
施した。

・2、3歳児対象
2コース各10回実施した。
・１～５か月児対象コース
前期、後期各6回実施した。

・2、3歳児対象
2コース各10回実施した。
・１～５か月児対象コース
前期、後期各6回実施した。

・2、3歳児対象
5回講座を2コース実施した。
3回講座を1コース実施した。
・１～５か月児対象
5回講座を3コース実施した。

令和6年度末目標値
(アンケートによる講座参加者

の満足度)

指標の年度実績 ー 81.0% 86.0% 89.0% 100%

取組状況

新型コロナウイルス感染症拡大によ
り、中止した。

小学校1、2年生の保護者を対象に
年13回実施した。

小学校１年生の保護者を対象に、年
１４回実施した。

小学校１年生の保護者を対象に、年
１４回実施した。

小学校１年生の保護者を対象に、年
１４回実施した。

令和6年度末目標値
（入園予約児童数に対する入園

実施割合）

指標の年度実績 100% 86.0% 92.0% 96.0% 93.0%

取組状況

産休・育休明け入園申込及び入園の
受理、予約園の通知。年度内入園希
望者へは随時、翌年度４月入園は３
月上旬に通知。産休・育休明け予約
事業実施園との入園調整及び補助金
を交付。

産休・育休明け入園申込及び入園の
受理、予約園の通知。年度内入園希
望者へは随時、翌年度入園は3月下
旬に通知。産休・育休明け予約事業
実施園との入園調整及び補助金を交
付。

産休・育休明け入園申込及び入園の
受理、予約園の通知。年度内入園希
望者へは随時、翌年度入園は4月上
旬に通知。産休・育休明け予約事業
実施園との入園調整及び補助金を交
付。

産休・育休明け入園申込及び入園の
受理、予約園の通知。年度内入園希
望者へは随時、翌年度入園は4月上
旬に通知。産休・育休明け予約事業
実施園との入園調整及び補助金を交
付。

産休・育休明け入園申込及び入園の
受理、予約園の通知。年度内入園希
望者へは随時、翌年度入園は4月上
旬に通知。産休・育休明け予約事業
実施園との入園調整及び補助金を交
付。

令和6年度末目標値
〔交付実績者数割合（補助金

交付実績者数／無償化の要件に
合致する申請者数）〕

指標の年度実績 100% 100% 100% 100% 100%

取組状況

市内公立小・中学校に在籍する第３
子以降の給食費を補助する。

市内公立小・中学校に在籍する第３
子以降の給食費を補助する。

市内公立小・中学校に在籍する第３
子以降の給食費を全額補助した。
（無償化の対象者：令和4年12月
までは市内公立小・中学校に在籍す
る児童生徒のうち、年齢が上から数
えて3番目以降の児童生徒。令和5
年1月～3月は、扶養に入っている
子どものうち年齢が上から数えて3
番目以降の市立小・中学校に在籍す
る児童生徒。）また、令和5年1月
から、市立小・中学校で給食を喫食
する全児童生徒の学校給食費のうち
月額1,000円を学校長に支援金と
して交付し、保護者が学校に納める
給食費の一部減額（月額1,000
円）を図った。（生活保護受給者は
除く）令和5年度からは、学校給食
費について第3子以降無償化及び一
部減額を１本化して実施する。
学校給食費の無償化について、令和
５年１月からの制度変更に伴い、対
象者の把握が困難であることから、
指標の分母を対象者数から無償化の
要件に合致する申請者数に変更し
た。

学校給食費補助事業として次の３つ
の施策を実施した。①市内公立小・
中学校に在籍する第３子以降の給食
費を全額補助した。（無償化の対象
者：扶養に入っている子どものうち
年齢が上から数えて3番目以降の市
立小・中学校に在籍する児童生徒。
ただし、生活保護受給者は除く）②
市立小・中学校で給食を喫食する全
児童生徒の学校給食費のうち月額
1,000円を学校長に支援金として
交付し、保護者が学校に納める給食
費の一部減額（月額1,000円）を
図った。（生活保護受給者は除く）
③食物アレルギー等を理由に、給食
の提供が受けられず、弁当を持参し
ている児童生徒の保護者に対して、
令和5年4月分から給食費補助事業
相当額（第３子以降の子について
は、１月あたり小学生約3,500
円、中学生約4,300円、その他の
児童生徒は１月あたり約1,000
円）の補助制度を新設した。

学校給食費補助事業として次の３つ
の施策を実施した。①市内公立小・
中学校に在籍する第３子以降の給食
費を全額補助した。（無償化の対象
者：扶養に入っている子どものうち
年齢が上から数えて3番目以降の市
立小・中学校に在籍する児童生徒。
ただし、生活保護受給者は除く）②
市立小・中学校で給食を喫食する全
児童生徒の学校給食費のうち月額
1,000円を学校長に支援金として
交付し、保護者が学校に納める給食
費の一部減額（月額1,000円）を
図った。（生活保護受給者は除く）
③食物アレルギー等を理由に、給食
の提供が受けられず、弁当を持参し
ている児童生徒の保護者に対して、
給食費補助事業相当額（第３子以降
の子については、１月あたり小学生
約3,500円、中学生約4,300円、
その他の児童生徒は１月あたり約
1,000円）を補助した。

10 生涯学習課 家庭教育学級
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9 生涯学習課 のびのび親子学級

95%

3
男女共同
参画室

男女共同参画啓発事業の
実施

①５０件
②７０%

85.0%

11 保育課 産休・育休予約事業

100%

22 学校教育課

学校給食費補助事業
（第3子以降分）

（事務事業名：学校給食
管理運営事業）

100%
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所管課 所管課２ 事業名 指標 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

令和6年度末目標値
（５歳児健康診査の受診率）

指標の年度実績 71.6% 74.1% 75.6% 82.8% 84.3%

取組状況

６月から月１回健康診査を実施し、
未就園者に対しては年１回健康診査
を実施した。あわせて743名に対
して事業を実施した。(新型コロナ
ウイルス感染症の拡大により、4・
5月は健診を中止した。)

年11回健康診査を実施し、未就園
者に対しては年１回健康診査を実施
した。あわせて629名に対して事
業を実施した。

年11回健康診査を実施し、未就園
者に対しては年１回健康診査を実施
した。あわせて653名に対して事
業を実施した。

年11回健康診査を実施し、未就園
者に対しては年１回健康診査を実施
した。あわせて674名に対して事
業を実施した。

年11回健康診査を実施し、未就園
者に対しては年１回健康診査を実施
した。あわせて656名に対して事
業を実施した。

令和6年度末目標値
（フッ素洗口実施園数）

指標の年度実績 １６園 １６園 １６園 １７園 １７園

取組状況

市内保育園・幼稚園等16園に対し
フッ素洗口事業を実施した。

市内保育園・幼稚園等1６園に対し
フッ素洗口事業を実施した。

市内保育園・幼稚園等1６園に対し
フッ素洗口事業を実施した。
令和４年度中間見直しにより、目標
値を２０園から１７園に変更した。

市内保育園・幼稚園等1７園に対し
フッ素洗口事業を実施した。

市内保育園・幼稚園等1７園に対し
フッ素洗口事業を実施した。

令和6年度末目標値
（子どもの接種率）

指標の年度実績 100% 95.9% 92.3% 98.4% 99.0%

取組状況

市内保育園幼稚園小中学校に対し予
防接種勧奨ちらしを配布、ＤＴ2
期、ＭＲ2期の未接種勧奨通知、訪
問や健診時に予防接種勧奨を実施し
た。

市内保育園幼稚園小中学校に対し予
防接種勧奨ちらしを配布、ＤＴ2
期、ＭＲ3期の未接種勧奨通知、訪
問や健診時に予防接種勧奨を実施し
た。

市内保育園幼稚園小中学校に対し予
防接種勧奨ちらしを配布、ＤＴ2
期、ＭＲ2期の未接種勧奨通知、訪
問や健診時に予防接種勧奨を実施し
た。HPVのキャッチアップ対象者
への接種勧奨と定期接種対象者（小
6）へ9価ワクチンの案内と合わせ
て年度末に一斉発送を実施した。

市内保育園幼稚園小中学校に対し予
防接種勧奨ちらしを配布、ＤＴ2
期、ＭＲ2期の未接種勧奨通知、訪
問や健診時に予防接種勧奨を実施し
た。HPVのキャッチアップ対象者
への接種勧奨と定期接種対象者（小
6）へ9価ワクチンの案内と合わせ
て年度末に一斉発送を実施した。

市内保育園幼稚園小中学校に対し予
防接種勧奨ちらしを配布、ＤＴ2
期、ＭＲ2期の未接種勧奨通知、訪
問や健診時に予防接種勧奨を実施し
た。HPVキャッチアップ等及びMR
の予防接種の延長措置について対象
者へ個別通知を実施した。

令和6年度末目標値
（産後ケア事業利用者数）

指標の年度実績 ４１人 ４８人 ７１人 ５１人 １４５人

取組状況

出産後、家族等から十分な家事、育
児等の援助が受けられず、育児支援
を要する家庭に対し、母子への心身
のケアや育児のサポート等を行い産
後の生活を支援した。

出産後、家族等から十分な家事、育
児等の援助が受けられず、育児支援
を要する家庭に対し、母子への心身
のケアや育児のサポート等を行い産
後の生活を支援した。

出産後、家族等から十分な家事、育
児等の援助が受けられず、育児支援
を要する家庭に対し、母子への心身
のケアや育児のサポート等を行い産
後の生活を支援した。
利用ニーズに対応するため、事業所
向けの研修会の開催日を追加した。
令和４年度中間見直しにより、目標
値を９０人から５５人に変更した。
産後ショートステイ・産後デイケア
の対象を生後2か月未満から生後
12か月未満に拡大した。
ママヘルプサービスの対象を多胎の

出産後、家族等から十分な家事、育
児等の援助が受けられず、育児支援
を要する家庭に対し、母子への心身
のケアや育児のサポート等を行い産
後の生活を支援した。

対象者拡大のため、産後ケアの対象
者から「家族の支援がない方」を撤
廃した。利用者の費用減免を行っ
た。

令和6年度末目標値
（フッ素洗口実施校数）

指標の年度実績 2校 2校 2校 2校 ３校

取組状況

湖北台東小学校1～5年生と我孫子
第二小学校1年生の希望者に実施し
た。

湖北台東小学校1～6年生と我孫子
第二小学校1～２年生の希望者に実
施した。

湖北台東小学校1～6年生と我孫子
第二小学校1～3年生の希望者に実
施した。

湖北台東小学校1～6年生と我孫子
第二小学校1～４年生の希望者に実
施した。

湖北台東小学校1～6年生、我孫子
第二小学校1～5年生、湖北台西小
学校1年生の希望者に実施した。

令和6年度末目標値
（幼保小連携・接続の実践、

交流回数）

指標の年度実績 ５地区 ５地区 ５３回 ７０回 ９１回

取組状況

新型コロナウイルス感染症の感染防
止のため、会議、研修会は一堂に会
さず書面にて実施とした。

第１回地区別会議にて「我孫子市幼
保小連携・接続カリキュラム」を基
にしたテーマを地区ごとに設定し、
第２回地区別会議は新型コロナウイ
ルス感染症の感染防止のため書面に
て実践結果を報告した。

各地区年２回、地区別会議を実施
し、交流活動の計画や今年度の実践
を報告した。幼保小連携研修会で
は、「幼児期の教育と小学校教育の
連携・接続」について研修した。幼
保小連携の評価・改善チェックリス
トを全ての園、学校で実施し、成果
と課題をまとめた。
令和４年度中間見直しにより、指標
を「我孫子市幼保小連携・接続カリ
キュラムを基にテーマを設定し、協
議した地区数」から「幼保小連携・
接続の実践、交流回数」に、目標値
を５地区から４５回に変更した。

各地区年２回、地区別会議を実施
し、交流活動の計画や今年度の実践
を報告した。幼保小連携研修会で
は、「子どもの姿を通した幼保小の
連携・接続」について研修した。幼
保小連携の評価・改善チェックリス
トを全ての園、学校で実施し、成果
と課題をまとめた。

昨年度に引き続き、各地区年２回、
地区別会議を実施し、交流活動の計
画や今年度の実践を報告した。幼保
小連携研修会では、各地区で園参観
を行い、幼保小の連携・接続につい
て研修した。また、次年度の研修計
画の見直しを図った。幼保小連携の
評価・改善チェックリストを全ての
園、学校で実施し、成果と課題をま
とめた。

令和6年度末目標値
〔小中一貫教育の周知・理解度
（学校評価アンケートより〕

指標の年度実績 1中区 ６中区 75.3% 80.6% 81.7%

取組状況

新型コロナウイルス感染防止のため
学校間の交流活動等はほぼ実施でき
なかったが、推進委員会や事務局の
業務は予定通り行った。

今年度も直接の交流活動等は難し
かったが、動画配信やリモート交流
などが実施された。また推進委員会
や事務局の業務は予定通り行った。

Abi-小中一貫カリキュラムの共有
授業実践や、推進委員会、動画での
研修会、対面での小中一貫の日を６
中区全てで実施した。またコミュニ
ティ・スクールと小中一貫教育の一
体的推進を目指し、我孫子市小中一
貫教育基本方針の改訂を行った。
令和４年度中間見直しにより、指標
を「小中一貫合同研修会を実施した
中区の数」より「小中一貫教育の周
知・理解度（学校評価アンケートよ
り）」に、目標値を６中区から８
５％に変更した。

Abi-小中一貫カリキュラムの共有
授業実践や、推進委員会、動画での
研修会、対面での小中一貫の日を実
施した。共有授業の実践では、参観
者が目指す児童像に近づけているか
を評価した。コミュニティ・スクー
ルと小中一貫教育の一体的推進に努
めた。

Abi-小中一貫カリキュラムの共有
授業実践や、推進委員会、動画での
研修会、対面での小中一貫の日を実
施した。中学校区では地域の特色を
生かしたオリジナルカリキュラムを
作成した。コミュニティ・スクール
と小中一貫教育の一体的推進に努め
た。

55
小中一貫

教育推進室
小中一貫教育の推進

85%

54 指導課 保育課

幼稚園・保育園・認定
こども園・小学校の連携
（事務事業名：幼保小連

携事業）

４５回

50 学校教育課
歯みがき食育指導

（事務事業名：我孫子市
学校保健会運営）

３校

36
健康づくり

支援課

幼児健康診査
（事務事業名：

１歳６か月児健康診査、
３歳児健康診査、

２歳８か月児歯科健康診査、
５歳児健康診査）

78%

37
健康づくり

支援課
フッ素洗口事業

１７園

38
健康づくり

支援課
予防接種事業

98.0%

39
健康づくり

支援課
産後ケア事業

５５人



連
番

所管課 所管課２ 事業名 指標 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

令和6年度末目標値
（会議開催回数）

指標の年度実績 2回 １回 2回 ３回 2回

取組状況

【第１回】日時：令和２年11月9
日（月）10:00～11:30
場所：我孫子市役所分館中会議室
参加者：20名（事務局6名含む）
内容：①各課・各部会の令和元年度
の報告と令和2年度見通しについて
②第2期我孫子市子ども発達支援計
画（素案）について
【第2回】日時：令和3年2月24日
（水）14:00～16:00
場所：我孫子市役所分館大会議室
内容：①第2期我孫子市こども発達
支援計画（案）説明②各課・各部会
からの報告

コロナ禍のため、書面開催を行っ
た。令和３年１０月下旬～１１月１
５日までご意見をいただき、R4年
１月３１日に報告した。
＜議題＞
１．第２期我孫子市子ども発達支援
計画中間報告
２．R2部会報告とR3年度の見通し
３．各課からの報告①新型コロナ感
染流行下の療育・発達相談事業への
影響について　②相談支援事業所を
民間に拡充する動きについて　③教
育研究所のあり方について

【第1回】書面開催
令和4年9月に開催
＜議題＞
１．第２期我孫子市子ども発達支援
計画中間報告２．各課・各部会から
の報告３．ライフダイアリー配布・
活用対象者の焦点化について４．医
療的ケア児等への支援体制の構築に
ついて
【第2回】
日時：令和5年1月18日10:00～
12:00
場所：我孫子市役所分館大会議室
参加者：2１名
＜議題＞
１．各課・各部会からの報告２．ヤ
ングケアラー啓発研修について３．
医療的ケア児等への支援体制につい
て
４．研修：「ヤングケアラー支援に
ついて」講師　子ども相談課長　鈴
木将人

【第１回】
日時：令和5年8月10日
＜議題＞
（1）各課、各部会からの報告
（2）ヤングケアラー啓発のための
研修について（3）第3期我孫子市
子ども発達支援計画策定について
（4）医療的ケア児等支援のための
協議の場の設置について
【第２回】書面開催
日時：令和５年８月
・第3期我孫子市子ども発達支援計
画の確認
【第３回】
日時：令和６年２月１４日
＜議題＞
（１）第３期我孫子市子ども発達支
援計画（第3期障害児福祉計画）
（案）について
（２）医療的ケア児等支援部会の要
領について
（３）各課・各部会からの報告

【第１回】
日時：令和6年7月31日
＜議題＞
（1）各課、各部会からの報告
（2）ライフダイアリー配布対象に
ついて（3）ヤングケアラー研修に
ついて（4）子ども相談課LINE相
談について
（5）第3期こども発達支援計画に
ついて
【第２回】
日時：令和7年2月19日
＜議題＞
（１）AIによる発達スクリーニング
（２）各課・各部会からの報告
（３）R4年5歳児男児虐待事件に
ついての報告

令和6年度末目標値
（年長児童とその保護者に対し

て支援した割合）

指標の年度実績 93.8% 98.6% 96.6% 99.3% 98.9%

取組状況

こども発達センターを利用する年長
児146人の保護者を対象に、就学
引き継ぎ書（改「療育の記録」）の
作成希望の案内を送付した。作成を
希望した137人に療育の記録を作
成し、送付した。

こども発達センターを利用する年長
児14４人の保護者を対象に、「療
育の記録」の作成希望の案内を送付
した。作成を希望した138人に療
育の記録を作成し、送付した。
また、同時に小学校との情報のやり
取りに同意した138人の名簿を小
学校ごとに作成・配布し、就学後も
支援できるよう対応した。

こども発達センターを利用する年長
児148人の保護者を対象に小学校
への引継ぎのための「就学支援シー
ト」（旧「療育の記録」）の作成希
望の案内を送付した。作成を希望し
た137人に作成し、送付した。
また、同時に小学校との情報のやり
取りに同意した132人の名簿を小
学校ごとに作成・配布し、就学後も
支援できるよう対応した。こども発
達センターが直接引継ぎが必要と判
断した子ども11人小学校6校に訪
問し引継ぎを行った。

こども発達センターを利用する年長
児149人の保護者を対象に小学校
への引継ぎのための「就学支援シー
ト」の作成希望の案内を送付した。
作成を希望した140人に作成し、
送付した。
また、同時に小学校との情報のやり
取りに同意した145人の名簿を小
学校ごとに作成・配布し、就学後も
支援できるよう対応した。こども発
達センターが直接引継ぎが必要と判
断した子ども6人小学校5校に訪問
し引継ぎを行った。

こども発達センターを利用する年長
児185人の保護者を対象に小学校
への引継ぎのための「就学支援シー
ト」の作成希望の案内を送付した。
作成を希望した172人に作成し、
送付した。
また、同時に小学校との情報のやり
取りに同意した176人の名簿を小
学校ごとに作成・配布し、就学後も
支援できるよう対応した。こども発
達センターが直接引継ぎが必要と判
断した子ども27人小学校12校に訪
問し引継ぎを行った。我孫子特別支
援学校に対し対象児童6人について
引継ぎを行った。

令和6年度末目標値
〔「学習でのパソコン活用の

満足度（児童生徒への
アンケート）〕

指標の年度実績 9374台 9374台 95.2% 96.3% 96.7%

取組状況

GIGAスクール構想における１人１
台端末の環境を整備した。

１人１台端末の環境に合わせ、１９
校のネットワークを整備した。

各ソフトウェアの活用状況を学校に
周知したり、効果的な活用方法を助
言したりした。情報研修会や教務主
任研修会で、ICT活用研修を実施し
た。
令和４年度中間見直しにより、指標
を「学校に配置したタブレット端末
の台数（生徒児童用）」から「学習
でのパソコン活用の満足度（児童生
徒へのアンケート）」に、目標値を
３８０台から９０％に変更した。

各ソフトウェアやICT教育支援員の
学習での活用率を向上させていくた
めに、学校に周知したり、効果的な
活用方法を助言したりした。また、
ICT活用の先進校に教務主任研修会
で視察に行き、ICT活用の幅を広げ
ることができた。

令和５年度に引き続き各ソフトウェ
アやICT教育支援員の学習での活用
率を向上させていくために、学校に
周知したり、効果的な活用方法を助
言したりした。また、次期ICT環境
構築に向けた学校へのヒアリング
や、情報共有を実施した。

令和6年度末目標値
（授業者が学校司書と

協力して、学校図書館や
市民図書館の図書を活用して

授業を行った学校の数）

指標の年度実績 １３校 1５校 １９校 １９校 １９校

取組状況

新型コロナウイルス感染症対策を講
じた学校図書館の運営を開始した。

学校図書館蔵書管理システムを導入
し、図書の検索を可能にした。

一人一台端末から利用できる蔵書検
索システムOPACや、電子百科事
典ソフトを導入し、利用を開始し
た。また、我孫子市学校図書館選
書・廃棄規準を作成した。
令和４年度中間見直しにより、指標
を「すべての学年において、授業者
が学校司書と協力して、学校図書館
や市民図書館の図書を活用して授業
を行った学校の数」から「授業者が
学校司書と協力して、学校図書館や
市民図書館の図書を活用して授業を
行った学校の数」に変更した。

学校図書館運営マニュアル第１弾を
作成した。蔵書検索システムや電子
百科事典ソフトの利用促進に努め
た。

学校図書館運営マニュアル（第２
弾）を作成し、第１弾と合わせて
「学校図書館運営マニュアル」とし
た。令和６年度我孫子市学校図書館
活動実践報告集を作成し、各学校の
取り組みを共有した。蔵書検索シス
テムや電子百科事典ソフトの利用促
進に努めた。

令和6年度末目標値
（ライフダイアリー活用につい

ての説明会の開催数）

指標の年度実績 ０回 0回 0回 ０回 0回

取組状況

新型コロナウイルス感染症感染拡大
防止のため、こども発達センターの
父母会が開催されなかったため、説
明会は開催できなかった。

新型コロナウイルス感染症感染拡大
防止のため、こども発達センターの
父母会が開催されなかったため、説
明会は開催できなかった。

新型コロナウイルス感染症感染拡大
防止のため、こども発達センターの
父母会が開催されなかったため説明
会は開催できなかったが、ファイル
の活用推進のため、検査所見や相
談・訓練承認通知書など、こども発
達センターからの書類をライフダイ
アリーに保存するよう文書に明記し
たり、声掛けをして活用を促した。

新型コロナウイルス感染症感染拡大
防止のため、こども発達センターの
父母会が開催されなかったため説明
会は開催できなかったが、ファイル
の活用推進のため、検査所見や相
談・訓練承認通知書など、こども発
達センターからの書類をライフダイ
アリーに保存するよう文書に明記し
たり、声掛けをして活用を促した。

感染症拡大防止のために人を集めて
対面で行うことを避けた。ファイル
の活用推進のため、個別に検査所見
や相談・訓練承認通知書など、こど
も発達センターからの書類をライフ
ダイアリーに保存するよう文書に明
記したり、声掛けをして活用を促し
た。

67
こども発達
センター

ライフダイアリー
普及事業

２回

60 指導課 学校教育課、
図書館

学校図書館活用の推進

１９校

59 指導課
小中学校コンピュータ

教育の推進

90%

57
こども発達
センター

就学に関する相談・
支援事業

100%

56
こども発達
センター

教育相談
センター

療育・教育システム
の構築

３回
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所管課 所管課２ 事業名 指標 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

令和6年度末目標値
（発達センターが支援対象とす

る児童数）

指標の年度実績 ７５０人 ７８３人 ７５８人 ７８５人 ８６５人

取組状況

発達に支援が必要な子ども750人
に対して相談・療育を実施した。

発達に支援が必要な子ども７８３人
に対して相談・療育を実施した。

発達に支援が必要な子ども７５８人
に対して相談・療育を実施した。
令和４年度中間見直しにより、目標
値を５６５人から６４４人に変更し
た。

発達に支援が必要な子ども７８５人
に対して相談・療育を実施した。

発達に支援が必要な子ども865人
に対して相談・療育を実施した。

令和6年度末目標値
（出席率）

指標の年度実績 74.3% 80.3% 83.9% 85.2% 82.0%

取組状況

新型コロナウイルス感染症感染拡大
による緊急事態宣言中もひまわり園
は開園し、子どもの療育と保護者の
相談に応じた。

新型コロナウイルス感染症対策を講
じながら療育を実施し、個々に合わ
せた支援を行うことができた。

新型コロナウイルス感染症対策を講
じながら療育を実施し、個々に合わ
せた支援を行うことができた。

新型コロナウイルス感染症等の感染
状況も落ち着き、安定して出席する
児童が増えたため出席率も上がっ
た。

感染症が流行することもなく、出席
状況も安定している中で療育を実施
し、個々に合わせた支援を行うこと
ができた。

令和6年度末目標値
（入園児童数）

指標の年度実績 １０人 １０人 １３人 １７人 １７人

取組状況

障害児保育は、障害を有する児童で
集団生活が可能と判断された児童に
対して、公立・私立保育園で実施し
た。
統合保育は、就学前の集団生活を経
験することが望ましい児童に対し
て、公立保育園で実施した。
保育所等訪問支援は、統合保育利用
児童に対して、保育所等訪問支援
「おひさま」が月1回直接支援を実
施した。

障害児保育は、障害を有する児童で
集団生活が可能と判断された児童に
対して、公立・私立保育園で実施し
た。

障害児保育は、障害を有する児童で
集団生活が可能と判断された児童に
対して、公立・私立保育園で実施し
た。また、公立保育園では、こども
発達センターと連携しながら障害児
の統合保育を行った。

障害児保育は、障害を有する児童で
集団生活が可能と判断された児童に
対して、公立・私立保育園で実施し
た。また、私立保育園では、こども
発達センターと連携しながら障害児
の部分統合保育を行った。

障害児保育は、障害を有する児童で
集団生活が可能と判断された児童に
対して、公立・私立保育園で実施し
た。また、こども発達センターと連
携しながら、私立保育園では部分統
合保育、公立保育園では統合保育を
行った。

令和6年度末目標値
（心の教室相談員が受理
した相談の延べ件数）

指標の年度実績 6,367件 6,312件 6,577件 6,003件 5,694件

取組状況

児童・生徒の不安や悩みの解消及び
不登校対応に教職員とともに努め
た。

児童・生徒の不安や悩みの解消及び
不登校対応に教職員とともに努め
た。

児童・生徒の不安や悩みの解消及び
不登校対応に教職員とともに努め
た。
令和４年度中間見直しにより、指標
を「心の教室相談員が受理した相談
の解消率」から「心の教室相談員が
受理した相談の延べ件数」に、目標
値を80％から6400件に変更し
た。

児童・生徒の不安や悩みの解消及び
不登校対応に教職員とともに努め
た。
令和5年度より中学校全校、小学校
3校に校内教育支援センターを配置
した。登室する児童生徒たちはセン
ターを利用することで、学びの機会
を得ることができた。なかには、教
室と併用する児童生徒もいた。

児童・生徒・保護者等からの相談に
応じた。教職員と連携し、不登校の
未然防止や初期対応に努めた。

令和6年度末目標値
（30日以上の不登校の子ども
のうち、ヤング手賀沼に通級

している子どもの割合）

指標の年度実績 19.8% 25.3% 24.3% 18.0% 12.5%

取組状況

長期欠席児童・生徒に対して心理的
不安を解消し、集団への適応を図っ
た。

湖北台東小内の本室に加え、R3年
度からけやきプラザ内に分室を新設
した。長期欠席児童・生徒に対し、
関わりを持ちながらエネルギーを貯
められるように接した。

毎週木曜には、我孫子市民体育館で
バドミントンをする。その間、湖北
台東小内の本室「かけはし」も開室
する。
令和４年度中間見直しにより、事業
名を「適応指導教室ヤング手賀沼の
運営」から「教育支援センターの運
営」に、目標値を１５％から３０％
に変更した。

校内教育支援センターの設置に伴
い、連絡会で情報共有に努めた。担
任連絡会、保護者会を年２回実施し
た。
登室状況を各学期の終了２週前まで
に学校へ送付した。月ごとの出席状
況もできるだけ早く学校へ送付でき
た。

湖北台東小学校内「かけはし」とけ
やきプラザ内「ひだまり」に２か所
で児童生徒が学習や活動等に取り組
んだ。週に１度は市民体育館で運動
を行い、学期に１度調理実習を行っ
た。また月に１度校外学習を実施す
るなど、体験的な学習も多く設定し
た。年に２度保護者会を実施した。

令和6年度末目標値
（年度末の相談者の満足度）

指標の年度実績 93.2% 94.4% 85.3% 94.4% 100%

取組状況

コロナ禍で自粛明け不登校相談が増
加した。

コロナ禍における生活様式の変化に
影響を受けている相談が続いてい
る。

コロナ禍における生活様式の変化に
影響を受けている相談が続いてい
る。

新型コロナウイルス感染症の影響に
関する相談は減じたが、不登校相談
は多い状況が続いている。

心理士、言語聴覚士、ケースワー
カーが電話及び来所での相談に応じ
た。問題が複雑化しているケースが
多くなっており、関係機関と連携し
ながら取り組んだ。

令和6年度末目標値
（緊急性の高い通告について、

48時間以内に調査を行った
割合）

指標の年度実績 100% 100% 100% 100% 100%

取組状況

所属先や児童相談所との情報共有や
個別支援会議の随時開催等、関係機
関との連携を強化し、ネットワーク
による支援を行うことにより、子ど
も虐待の早期発見、防止に取り組ん
だ。

所属先や児童相談所等関係機関との
情報共有や個別支援会議の随時開催
等連携を強化し、ネットワークによ
る支援を行うことにより、子ども虐
待の早期発見、防止に取り組んだ。

所属先や児童相談所等関係機関との
情報共有や個別支援会議の随時開催
等連携を強化し、ネットワークによ
る支援を行うことにより、子ども虐
待の早期発見、防止に取り組んだ。

所属先や児童相談所等関係機関との
情報共有や個別支援会議の随時開催
等連携を強化し、ネットワークによ
る支援を行うことにより、子ども虐
待の早期発見、防止に取り組んだ。

所属先や児童相談所等関係機関との
情報共有や個別支援会議の随時開催
等連携を強化し、ネットワークによ
る支援を行うことにより、子ども虐
待の早期発見、防止に取り組んだ。

81
子ども虐待
防止対策室

子ども虐待防止・援助活
動の推進

100%

73
教育相談
センター

教育・発達相談事業

100%

72
教育相談
センター

教育支援センターの運営

30%

71
教育相談
センター

長期欠席児童・
生徒対策事業

（事務事業名：
長欠対策事業）

6,400件

70 保育課
こども発達
センター

障害児保育・
統合保育事業

２０人

69
こども発達
センター

児童発達支援事業所
「ひまわり園」による

発達支援

80%

68
こども発達
センター

専門職員による調整・相
談・訓練等（事務事業

名：ケースワーカーによ
る相談・調整、心理相談
員による相談・訓練、言
語療法士による相談・訓
練、理学療法士による相
談・訓練、作業療法士に
よる相談・訓練、あそび
の教室による早期支援）

６４４人



連
番

所管課 所管課２ 事業名 指標 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

令和6年度末目標値
（年間相談件数）

指標の年度実績 １７件 ２８件 １８件 １７件 １７件

取組状況

平日、14時～19時の電話相談、
24時間受付可能メール相談を専門
員を配置して実施した。また、市内
小中学校全児童生徒対象にいじめ悩
み相談ミニレターを作成した（回収
はR3年度）。

平日、14時～19時の電話相談、
24時間受付可能メール相談を専門
員を配置して実施した。さらに、市
内小中学校全児童生徒に本事業の案
内チラシを配布するとともに、校内
掲示用ポスターも配布した。また、
市内小中学校全児童生徒対象にいじ
め悩み相談ミニレターを配布した。
来年度から、本事業は「児童生徒か
らの悩み相談ホットライン」と名称
を変更し、いじめに特化した相談は
指導課に一本化する。ホットライン
では引き続き、子どもからの多様な
相談を受けていく。

夜間の相談がほぼないため、今年度
から平日9時～16時半の受付と
し、教育相談員およびケースワー
カーが相談を受けた。市内小中学校
のいじめアンケート実施のタイミン
グで全児童生徒に本事業の案内チラ
シを配布した。これまでは保護者か
らの苦情相談が多かったが、児童生
徒からの相談が増加した。
令和４年度の中間見直しにより、事
業名を「小中学生のためのいじめ・
悩み相談ホットライン」から「児童
生徒からの悩み相談ホットライン」
に変更した。

平日9時～16時半の受付とし、教
育相談員、指導主事、言語聴覚士、
ケースワーカーが相談を受けた。年
2回、市内小中学校のいじめアン
ケート実施のタイミングで全児童生
徒に本児業の案内チラシを配付し
た。

平日9時～16時半の受付とし、心
理士、指導主事、言語聴覚士、ケー
スワーカーが電話及びメールでの相
談に応じた。特にメール相談では、
一度だけの相談にとどまらず、その
後もメールのやり取りが継続する
ケースが複数あった。年2回、市内
小中学校のいじめアンケート実施の
タイミングで全児童生徒に本事業の
案内チラシを配付した。

令和6年度末目標値
（いじめに関するアンケート
結果に対する取組後のいじめ

件数の解消率）

指標の年度実績 ８回 8回 100% 97.8% 98.0%

取組状況

〇いじめ防止対策委員会３回
〇生徒指導研修会３回
〇いじめアンケート２回
感染防止対策等を実施しながら予定
通り行った。

〇いじめ防止対策委員会３回
〇生徒指導研修会３回
〇いじめアンケート２回
感染防止対策等を講じながら実施し
た。

〇いじめ防止対策委員会３回
〇生徒指導研修会３回
〇いじめアンケート２回

令和４年度中間見直しにより、指標
を「我孫子市いじめ防止等に関する
取組の実施」から「いじめに関する
アンケート結果に対する取組後のい
じめ件数の解消率」に、目標値を８
回から１００％に変更した。

〇いじめ防止対策委員会３回
〇生徒指導研修会3回
〇いじめアンケート2回
〇防止対策担当による学校訪問 各
校3回

〇いじめ防止対策委員会３回
〇生徒指導研修会3回
〇いじめアンケート2回
〇防止対策担当による学校訪問 各
校3回

令和6年度末目標値
〔登録率（対象児童数／

登録児童数）〕

指標の年度実績 53.2% 53.6% 52.4% 54.5% 54.0%

取組状況

新型コロナウイルス感染症の影響に
より、サポーターを招いてのチャレ
ンジタイムはできなかったが、感染
対策を講じながら、可能な範囲でス
タッフによるチャレンジタイムを
行った。

新型コロナウイルス感染症の影響に
より、サポーターを招いてのチャレ
ンジタイムができない時期が多かっ
たが、感染対策を講じながら、可能
な範囲で工夫してチャレンジタイム
を行った。

新型コロナウイルス感染症の影響で
サポーターを招いてのチャレンジタ
イムの開催数が減少したが、各クラ
ブが活動内容を工夫し、感染対策を
講じながら、スタッフによるチャレ
ンジタイムを行った。

人員不足により運営に支障をきたし
ていたが、民営委託を行うことによ
り、運営を維持した。また、民営独
自のチャレンジタイムを実施した。

昨今の利用状況を鑑み、利用の少な
い土曜日や年末年始を閉室した。開
室日数は減少したが、開室時にはそ
の分の人員を配置することができた
ため、チャレンジタイム等は充実す
ることができた。

令和6年度末目標値
（環境学習会の実施回数）

指標の年度実績 ４回 ８回 ８回 ８回 ８回

取組状況

新型コロナウイルス感染症の影響で
４本中止となった。実施した４本に
ついては参加者の定員を減らす、消
毒の実施、マスクの着用、体調の確
認などの感染対策を講じたうえで実
施した。
のべ参加者数：８９名

新型コロナウイルス感染症の影響は
あったものの全事業を実施した。
実施した事業については、参加者の
定員を減らす、消毒の実施、マスク
の着用、体調の確認などの感染対策
を講じたうえで実施した。
のべ参加者数：192名

新型コロナウイルス感染症の影響は
あったものの全事業を実施した。
実施した事業については、参加者の
定員を減らす、消毒の実施、マスク
の着用、体調の確認などの感染対策
を講じたうえで実施した。
のべ参加者数：165名

予定していた全事業を実施した。
のべ参加者数:174名

事業の内容や実施時期等を見直し、
８事業を６事業とした。
予定していた６事業のうち、１事業
が天候不良により中止となった。
あびこショッピングプラザとの包括
連携協定により、１事業を単発で実
施した。
我孫子第一小学校からの依頼により
モグリウム作成講座を実施した。
（協力：手賀沼流域フォーラム）
モグリウム作成講座を除いたのべ参
加者数79名

令和6年度末目標値
（来場者数）

指標の年度実績 ０人 ０人 ２，１３０人 １，４５０人 １，８３４人

取組状況

新型コロナウイルス感染症感染拡大
防止のため「げんきフェスタ」は開
催中止。「あびこ子どもまつり」は
特設ＨＰ上でのオンライン開催及び
アビスタでのパネル展示を行った。
（期間：令和２年１０月３日～１８
日）

新型コロナウイルス感染症感染拡大
防止のため「げんきフェスタ」は開
催中止。代替企画としてげんきフェ
スタＨＰ上にて市内小学生からげん
きフェスタへのメッセージ等をイラ
ストや文章で募集した。「あびこ子
どもまつり」は特設ＨＰ上でのオン
ライン開催及びアビスタでのパネル
展示を行った。（期間：令和３年
10月2日～17日）

「げんきフェスタ」は会場を限定
し、感染症対策を講じて対面開催を
した。（開催日：令和4年6月19
日）
「あびこ子どもまつり」も感染対策
を講じて対面で開催した。（開催
日：令和4年10月16日）

「げんきフェスタ」は4年ぶりにコ
ロナ禍前と同規模の開催とし、ま
た、子どもたちの参加費を無料にし
たことによりたくさんの来場者が
あった。（開催日：令和5年6月25
日）
「あびこ子どもまつり」は、生憎の
雨模様となってしまったため、来場
者数は少なかったものの参加団体数
は大幅に増加し今後に期待できる催
しとなった。（開催日：令和5年
10月15日）

「げんきフェスタ」は駐車場が満車
になるほどの大盛況となった。（開
催日：令和6年6月30日）
「あびこ子どもまつり」は、天気に
も恵まれ800人を超える来場者数
となったが、大きなトラブルもな
く、子どもたちの笑顔があふれる開
催となった。（開催日：令和6年
10月20日）

令和6年度末目標値
（事前に子どもたち自身で決め

た目標を達成した割合）

指標の年度実績 0% 0% 0% 95.8% 97.2%

取組状況

新型コロナウイルス感染症感染拡大
防止策を踏まえた実施を検討した。
感染状況を鑑みながら実施期日寸前
まで指導課など関係部署との協議を
重ねたが、学校生活に支障をきたさ
ないことを優先させるため、やむな
く事業を中止した。

前年同様、新型コロナウイルス感染
症感染拡大防止策を踏まえた実施を
検討した。しかし、実施できる感染
状況ではなかったため、実施期日寸
前まで指導課など関係部署との協議
を重ねた結果、やむなく事業を中止
した。

一昨年同様、新型コロナウイルス感
染症感染拡大防止策を踏まえた実施
案として、宿泊を伴わないデイキャ
ンプ等も検討したが、他校との交流
による感染症の感染拡大が懸念され
たこと、併せて未だ感染状況が収束
していないこと等を踏まえ、やむな
く事業を中止した。

数年ぶりにフレンドシップツアーを
開催した。年2回のうち1回は初め
ての夏休み期間中に開催したが、コ
ロナ禍以前と比べ申込者は少なかっ
た。しかし、参加した子どもたちか
らは「また参加したい」と好評だっ
た。

令和６年度より年1回、夏休み期間
中の開催となった。昨年度よりも申
込者数は多く、かつリピーターも多
かった。モルック等の野外活動も取
り入れ、参加した子どもたちは大い
に楽しんでいた。

88
子ども
支援課

指導課

手賀の丘フレンド
シップツアー

（事務事業名：
手賀の丘宿泊通学）

95%

87
子ども
支援課

げんきフェスタ、
あびこ子どもまつり

１，５００人

86 手賀沼課 環境学習の推進

９回

85
子ども
支援課

あびっ子クラブ
（事務事業名：子どもの

居場所づくり）

60%

83 指導課
子ども
相談課

いじめ防止対策事業

100%

82
教育相談
センター

児童生徒からの
悩み相談

ホットライン

７０件



連
番

所管課 所管課２ 事業名 指標 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

令和6年度末目標値
（アンケートによる講座

参加者の満足度）

指標の年度実績 ー 100% 100% 100% 100%

取組状況

新型コロナウイルス感染症の影響に
より、中止した。

科学・伝統工芸・工作・書道・ダブ
ルダッチ等を夏の長期休暇および、
土曜日に9回実施した。
我孫子市HPに講座内容を公開。

科学・伝統工芸・工作・書道・ダブ
ルダッチ等を夏の長期休暇および、
土曜日に10回実施した。
我孫子市HPに講座内容を公開。

科学・伝統工芸・工作・書道・天体
観測等、夏休みや土曜日を中心に1
２回実施した。
参加者は３０２名。
我孫子市HPに講座内容を公開。

科学・伝統工芸・工作・天体観測
等、夏休みや土曜日を中心に１５回
実施した。
我孫子市HPに講座内容を公開。

令和6年度末目標値
（児童書の貸し出し数）

指標の年度実績 １３０，６８８冊 １７５，０４８冊 １８０，０７８冊 １６７，１８８冊 １５８，０１３冊

取組状況

令和元年度の子どもの読書に関する
状況調査票を取りまとめた。

令和２年度の子どもの読書に関する
状況調査を取りまとめた。

令和3年度の子どもの読書に関する
状況調査を取りまとめた。
子どもの読書活動に関するアンケー
ト調査を実施した。

令和４年度の子どもの読書に関する
状況調査を取りまとめた。
子どもの読書活動推進計画（第二
次）策定委員会を設置し、令和６年
度から始まる計画を策定した。

令和５年度の子どもの読書に関する
状況調査を取りまとめた。第一次に
ついて５年間の成果と課題を取りま
とめた。第二次の進行管理に取り組
んだ。

令和6年度末目標値
（①我孫子市子どもの学習
支援ネットワークへの参加
件数、②我孫子市学習支援

教室利用登録者数）

指標の年度実績 １６人 １９人
１９件
９１名

２０件
８５人

２０件
８９人

取組状況

年6回ネットワーク会議を開催 2か月に1回ネットワーク会議を開
催（6回）

2か月に1回ネットワーク会議を開
催（6回）
今年度は、学習支援ネットワーク独
自のホームページの立ち上げを実施
した。

令和４年度中間見直しにより、指標
を「我孫子市子どもの学習支援ネッ
トワーク会員数」から「①我孫子市
子どもの学習支援ネットワークへの
参加件数」及び「②我孫子市学習支
援教室利用登録者数」に、目標値を
３０人から①３４件、②９６人に変
更した。

2か月に1回ネットワーク会議を開
催（6回）。また、学習支援ネット
ワークで勉強会や講演会を開催し
た。

2か月に1回ネットワーク会議を開
催（6回）。また、学習支援ネット
ワークで勉強会や講演会を開催し
た。

令和6年度末目標値
（年5回の市内一斉防犯パト

ロールの延べ参加人数）

指標の年度実績 1,482人 2,005人 1,973人 1,757人 1,730人

取組状況

警察、市、関係団体等が、市内６地
域で、同日同時間に一斉に防犯パト
ロールを行った。
年４回実施（新型コロナウイルス感
染症感染拡大防止のため５月は中止
したほか、参加人数の制限も行っ
た）

警察、市、関係団体等が、市内６地
域で、同日同時間に一斉に防犯パト
ロールを年５回実施した。
新型コロナウイルス感染症感染拡大
防止のため、参加人数の制限を行っ
ている。

警察、市、関係団体等が、市内６地
域で、同日同時間に一斉に防犯パト
ロールを年５回実施した。
今年度も新型コロナウイルス感染症
感染拡大防止のため、参加人数を制
限して行った。

警察、市、関係団体等が、市内６地
域で、同日同時間に一斉に防犯パト
ロールを年５回実施した。参加人数
については制限をせずに実施した。

警察、市、関係団体等が、市内６地
域で、同日同時間に一斉に防犯パト
ロールを年５回実施した。参加人数
については制限をせずに実施した。

令和6年度末目標値
（ホームページの
年間ユーザー数）

指標の年度実績 12,986人 17,786人 24,707人 12,553人 1,464人

取組状況

市内のバリアフリー状況調査を行
い、バリアフリーおでかけマップの
情報を更新した。

市内のバリアフリー状況調査を行
い、バリアフリーおでかけマップの
情報を更新した。

市内のバリアフリー状況調査を行
い、バリアフリーおでかけマップの
情報を更新した。

市内のバリアフリー状況調査を行
い、バリアフリーおでかけマップの
情報を更新した。バリアフリーマッ
プをGISへとリニューアルし、公開
を開始した。

市内のバリアフリー状況調査を行
い、バリアフリーおでかけマップの
情報を更新した。

108
障害者福祉
センター

バリアフリー情報
提供事業

17,000人

107 市民安全課

我孫子市防犯協議会の
活動支援

（事務事業名：我孫子市
防犯協議会推進事業）

2,600人（延べ）

98 社会福祉課

子どもの学習・
生活支援事業

（事務事業名：生活困窮
者自立支援事業）

①３４件
②９６人

90 図書館

子どもの読書活動推進
（事務事業名：子どもの
読書活動推進計画の進行

管理）

２１３，１００冊

89 生涯学習課 アビコでなんでも学び隊

100%


